
※この報告書は子どもたちが自分の言葉で書いてください。 令和         年 月 日

　

4 まちづくりの効果

活動後の感想と，自分たちが活動して，まちがどんなふうに良くなったと思うか書いてください。

12/3こうちこどもビレッジへの参加。買い出し。リハーサル。チラシの配布。
12/24　自主企画イベント「パラフェス」実施

報告書の作成

＜感想＞
初のイベントであったが、100人を超える地域の方々に参加していただき、こくささいずという団
体についても知ってもらうことができた。これは、初のイベントではとても大きな進歩であった。
また、多くのブースを、ボランティアの人との連携もとりながら運営を回して行くことができ、来
年度からの活動への継続するべき点や改善点なども学ぶことができた。そして、様々なブースを通
して、幅広い年齢層の地域の人たちと関わることができ、地域との輪をより深めて行きたいと感じ
た。

＜まちが良くなったと思うこと＞
地域の方との交流を通して、障がい者スポーツを身近に感じてもらうことができ、ここに今回のパ
ラフェスを開催したことに対する価値があると考える。障がい者スポーツに、どのような種類のも
のがあるのかを紹介するだけでなく実際に体験してもらうことで、認知度を上げることができた。
その結果、今まで知らなかった現状や、そのスポーツの存在について、地域の方に知ってもらうこ
とで、私たちの団体としての目的達成だけでなく、街と障がい者との距離を一歩近づけることがで
きただろう。ここに、街へのメリットがあったと考える。

団体の名前

2 活動のテーマ　

３ 活動の内容

①　活動の時期

7月

8～10月

Exercise × 地域共生社会

②　活動の内容

パラスポーツ、アダプテットスポーツに関する理解を深める。そのために、障害者ス
ポーツセンターの方にお話を聞いたり、山本さんにイベント開催のポイントなどを質
問したりする。
イベントで行う内容を決める。

・人権啓発イベントの参加
・12月イベントチラシ、ポスターの作成、オーテピアの部屋をとる。障害者スポーツ
センターの方に必要な備品を借りる予約をする。障害者スポーツセンターの方の話を
聞き、開催場所を障害者スポーツセンターからオーテピアに変更する。

足ツボマットの作成。ライフル射撃場に訪問し、イベントでボランティアを手伝って
くれることが決定。

こくささいず
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11月

12月

１～２月
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1 団体の名前
ふりがな こくささいず



活動を通して気づいたことや工夫したこと，反省点などがあれば書いてください。

今後自分たちの活動をどのように続けていきたいかなど、自由に書いてください。

5  気づきポイント

＜活動前にたてた目標や計画通りにできなかったところ＞
活動前に建てた目標
・来場者60人の目標を達成。目標人数以上のお客さんが来場して下さった。
・幅広い層のお客さんに楽しんでもらう
→小さい子どもから中高生、高齢者の方まで様々な層の方にイベントを楽しんでいただくことができた。

計画通りにできなかったところ
① 前日になって準備物の不足が目立ち、忘れ物が多かった（予想外の、当日買ったものがあった）
②開催目的が当初のものから変化した。初めは目的が複数あったが、目的を地域共生社会の実現のみに絞っ
た。
③公式SNSアカウントを作れなかった。

＜なんでできなかったのか，何につまづいたのか＞
① 追加で買ったものは、イベント当日・クリスマス物品だった。イベント日がクリスマスということを考慮
していな　かったため、計画外として前日に気付いた。
②話し合いを重ねていくうちに、目的を焦点化した方が良いという意見に固まったため。
③メンバー同士で上手く確認が取れていなかった

＜つまづいたとき，活動を進めていくためにどんな工夫をしたか，または，どうすればよかったと思うか
＞
　
① 当日、準備の段階（イベント開始後ではなく）で気づいたおかげで、イベント開始前にメンバーが買いに
行った。
②目標を絞った
③チラシでの宣伝に力を入れた。メンバー同士で確認をとっていれば良かった。

６ 今後の展望など

　今後私たちが行動をしていくにあたって、SNSを有効的に活用した情報発信を行い、私た
ちの活動を広範囲に知ってもらいたい。イベントに来た人の年齢層を見るとSNSでの情報
発信が足りなかったこともあり、10代〜30代が少なく、小学校低学年の家族連れが多かっ
た。今回のイベント開催場所がオーテピアだったため、集客できた可能性が大いにある。そ
のため、今後開催場所が変わっても安定して多くの人に来てもらうためには、SNSでの発
信が重要だと感じた。他にも、今のメンバーは来年高校3年生になる人が大半なため、イベ
ントを手伝ってくれたボランティアメンバーを中心に、こくささいずのメンバーを増やし、
引継ぎをスムーズにしていきたい。
　今後の活動方針としては、今回と異なる視点・方法で私たちの活動を知ってもらいたい。
今回は障がい者スポーツにあてたが、手軽にできるスポーツに焦点をより置き、運動を継続
して貰えるようなことを行っていきたい。また、今回のイベントを通して初年度ではあった
が、多くの家族連れに認知はしてもらえたので、家族連れを中心に認知を広げ、確実に認知
層を得てもいきたい。そのために、対象者を家族連れにして、小学校や保育園・幼稚園など
開催場所を広げてみたいとも感じた。



７活動の様子がわかる絵や写真があれば紹介してください♪



令和　5 年度決算報告書

収入の内容

ファンド助成金 191,680
円

132,139
円

寄付 0
円

1,002
円

合       計 191,680
円

133,141
円

支出の内訳

協力団体さんへの謝礼金 6,000
円

6,000
円

印刷代（ポスター） 25,000
円

10,832
円

印刷代（ちらし） 20,000
円

10,153
円

イベント会場の施設代 65,400

円

65,400

円

イベント費用 38,000

円

12,799

円

イベント保険料 27,070
円

27,070
円

雑費 4,210

円

887

円

リーフレット代 6,000
円

0
円

合       計 191,680
円

133,141
円

団体名　こくささいず

予算額 決算額 内訳(単価・人数など)

内訳(品名・単価・個数など)

@3,000円×2人【①】

20部；9547円＋領収書郵送300円）＋消費税【②】

・［（2000部；4900円＋領収書郵送300円）＋消費
税－値引き10円］【③-１】
・［（追加の1000部；3750円＋領収書郵送300円）
＋消費税－値引き10円］【③-２】

収
 
 
 
 

入

支
 
 
 

出

ぢばさんセンターで募金活動による収入
1,002円

【スポーツ用品】
・スポーツスタッキング　600円+消費税【⑤-１+⑤-
２】
・万歩計　1858円【⑤-３】
・バスケットボール　999円【⑤-4】
・風船バレー　400円+消費税【⑤-５】
・ライフル射撃（電池）　100円+消費税【⑤-５】

【景品】
お菓子：8,087円+消費税【⑥】

Eスポーツ：27,070円【支出証明書参照】

・養生テープ100円×5＋消費税【⑧-２+⑧-３】
・粘着テープ100円＋消費税【⑧-２】
・お菓子入れ袋100円＋消費税【⑧-４】
・テープのり100円＋消費税【⑧-３】
・買い物袋5円【⑧-１】＋2円【⑧-２】

予算額

使用時間：12/24 9:00〜18:00  使用する部屋：
ホール、研修室、集会室【④】

決算額


